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設

苑

敵
制
に
於
け
る
家
産
誕
勧
尻
世
家
産
制
度

第
二
十
一
審

(
第
五
親
二
一
穴
)

七
六
回

欧
洲
に
於
げ
る
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度
(
上
)

入

木

芳

之

助

(
農
政
上
よ
b
見
柁
る
家
康
制
度
・
其
一
一
)

第

欧
洲
家
産
運
動
前
史

北
米
の
家
産
制
度
仁
就
て
は
飯
仁
述
べ
北
る
所
な
る
が
、
前
世
紀
の
入
十
年
代
仁
入
り
て
欧
洲
仁
於

τも
亦
甚

に
婚
な
る
家
庭
運
動
が
脅
生
す
る
仁
至
つ
記
。
此
の
運
動
は
前
世
紀
の
七
十
年
以
来
新
大
陸
並
仁
東
部
欧
洲
の
低

廉
な
る
穀
物
輸
入
に
基
レ
て
滋
生
せ
る
農
業
認
慌
仁
劃
抗
す
る
大
農
業
運
動
の
一
部
分
を
形
成
す
る
も
の
で
は
ゐ

る
が
、
併
し
嘗
時
仁
於
り
る
家
産
蓮
動
の
根
本
思
想
は
‘
一
面
に
於
て
は
新
制
度
吉
し
て
の
北
米
家
産
制
度
仁
よ

っ
て
保
さ
れ
た
る
芭
同
時
仁
、
叉
他
面
に
於
て
は
今
日
の
自
由
主
義
的
経
済
制
度
仁
謝
L
τ
向
り
ら
毛
、
反
動
思

想
仁
ょ
っ

τ健
主
れ
た
る
も
の
正
も
解
せ
ら
る
、
を
以
て
、
嘗
時
の
家
産
運
動
を
根
本
的
じ
理
解
す
る
仁
は
可
成

h
古
(
の
時
代
仁
捌
h
、
蓄
制
度
(
自
乱
富
岡
品
開
宮
内
)
が
漸
衣
に
崩
壊
す
る
に
歪
れ
る
時
代
を
回
想
す
る
を
要
す

友一唱。

♂ V 

顧
み
る
仁
、
中
世
に
於

τは
土
地
所
有
は
一
般
的
に
拘
束
苫
れ
て
ゐ
た
。
卸
も
領
主
は
国
王
に
劃
し
て
領
地
の

刺
用
権
の
み
を
有
し
、
叉
農
民
は
領
主
に
品
到
し

τは
閥
横
に
土
地
の
利
用
檎
の
み
を
識
的
広
れ
た
る
に
止
ま
つ



た
。
此
等
の
上
競
所
有
権
に
よ
っ
て
農
民
の
土
地
所
有
楢
は
著
し
〈
制
限
き
れ
て
ゐ
化
。
嘗
時
の
農
民
は
館
主
の

認
可
な
(
し

τは
、
自
己
の
土
地
を
責
買
、
入
質
、
又
は
之
を
子
孫
に
相
績
せ
し
む
る
を
得
な
か
っ
た
。
勿
論
各

領
主
が
農
民
を
支
配
し
、
之
に
後
見
的
干
渉
を
加
ふ
る
程
度
は
種
々
異
れ
る
を
以
て
、
か
、
る
土
地
所
有
制
限

色
、
各
領
主
に
感
じ
て
或
は
厳
格
に
或
は
寛
大
に
行
は
れ
た
。
会
中
世
を
通
じ

τ新
る
土
地
所
有
制
限
に
謝
す
る

燈
止
が
要
求
せ
ら
れ
、
最
後
に
斯
る
制
限
の
廃
止
は
経
済
の
進
歩
畿
遣
に
謝
す
る
必
然
的
前
提
芭
看
倣
古
る
、
に

至
っ
た
o

併
し
此
の
康
止
が
働
蘭
西
に
於

τは
大
草
命
に
依
b
、
調
逸
仁
於
て
は
λ

タ
イ

y
、
川
井
デ
P
4
b
F
グ

一
一
献
の
改
革
論
者
に
依
て
要
求
き
れ
た
る
賞
時
に
於
て
は
、
他
の
自
由
主
義
的
改
革

ω方
面
に
於
り
る
ピ
同
様
に

幾
分
過
大
な
る
希
望
か
ら
促
き
れ
た
。
中
世
に
於
け
る
農
民
は
勿
論
隷
属
的
で
あ
っ
た
。
併
し
此
の
隷
風
関
係
は

多
〈
の
暗
面
E
同
様
に
、
多
少
の
利
面
を
も
有
し
て
ゐ
た
。
嘗
時
の
農
民
は
一
般
的
に
欄
む
べ
き
生
活
を
な

Lτ

ゐ
化
。
併
し
仁
蕗
な
る
領
主
は
農
民
の
不
幸
叉
は
凶
作
に
際
L
、
之
を
救
済
L
又
は
貢
税
を
免
除
し
た
。
ヌ
領
主

は
積
々
な
る
程
度
に
於

τ、
か
、
る
救
演
を
第
す
べ
き
義
務
、
有
し
て
ゐ
花
。
か
、
る
が
故
に
嘗
時
の
農
民
は
多

少
自
然
的
又
は
枇
曾
的
不
幸
に
際
し
て
保
謎
を
受
り

τゐ
花
。

然
る
に
新
経
済
制
度

Z
L
τ
、
領
主
の
代
b
に
岡
家
が
現
は
れ
た
。
而
し
て
同
家
は
P

一
商
農
民
に
其
の
勢
働
敬

袋
を
認
む
る
ご
同
時
に
、
他
方
彼
等
の
経
済
的
危
険
を
も
放
任
L
花
。
自
然
経
済
の
時
代
は
蹴
仁
過
ぎ
去
b
、
新

時
代
の
技
術
的
並
に
枇
曾
的
要
求
は
盆
々
増
進
す
る
に
至
っ
た
。
農
民
は
領
主
の
拘
束
を
肱
し
、
市
場
仁
投
げ
出

さ
る
、
に
至
っ
た
。
領
主
の
後
見
的
厳
止
の
潟
め
、
叉
経
済
的
進
歩
の
た
め
、
農
民
の
事
情
は
会
(
磁
化
す
る
じ

至
っ
た
。
卸
も
往
時
の
村
落
共
産
憶
は
な
〈
な
り
、
大
家
族
制
度
は
克
解
L
、
小
家
族
制
度
が
之
に
代
は
る
に
宝

第
二
十
一
審

(
第
五
揖
一
二
七
)

t
六
五

詑

弗

献
酬
に
於
叶
る
家
陸
運
動
及
H
V

家
産
制
度
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話

苑

欧
洲
に
於
け
る
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度

第
二
十
一
巷

(
第
五
斑
「
ニ
λ
)

七
六
六

つ
花
。
か
、
る
時
代
の
麹
濯
に
際
し
て
農
民

ω毅
育
程
度
低
き
た
め
、
彼
等
に
組
々
な
る
苦
痛
を
輿
へ
し
に
止
ま

ら
争
、
叉
彼
等
の
生
存
を
も
脅
や
か
す
に
至
っ
た
。
か
、
る
過
渡
期
に
際
し

τ中
世
(
包

E
宮
g
E斤
)
に
封
す

る
義
母
一
の
起
る
の
は
無
理
の
な
い
こ
ど
で
あ
っ
た
。

か
、
る
新
制
度
は
債
に
枇
曾
内
に
於
け
る
財
産
関
係
を
縫
化
せ

L
め
た
る
に
止
ら
歩
、
倫
叉
家
族
内
に
於
け
る

関
係
を
も
一
一
痩
せ

L
む
る
に
至
っ
た
。
自
由
主
義
的
数
義
か
ら
出
後
せ
る
此
の
新
法
制
は
、
家
父
宮
成
年
の
子
供

Z
の
隷
属
閥
係
を
解
放
し
、
一
子
相
続
人
の
特
舗
を
消
滅
せ
し
め
、
諸
子
均
品
川
相
編
制
を
粛
す
に
至
っ
た
。
一
方

此
の
均
分
相
繍
制
度
は
各
人
の
自
由
Z
所
有
権
ご
を
保
鐙
す
る
に
依
与
、
叉
自
信
及
び
自
責
概
念
を
促
す
仁
依

τ、
各
人
の
活
動
力
の
向
上
を
来
た
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
方
一
家
の
所
有
地
を
砂
散
せ
し
め
、
}
家
正
し
て

の
存
在
を
脅
や
か
す
も
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
規
定
は
、
之
が
強
行
さ
れ
た
る
多
数
の
偽
蘭
西
の
地
方

に
於
け
る
相
縞
慣
管
E
矛
盾
し
た
。

w'
プ
ν
イ
一
一
阪
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
依
て
悌
蘭
西
の
家
族
制
度
が
破
壊
せ

ら
れ
、
中
小
農
地
が
大
農
地
の
潟
め
併
呑
苫
る
、
に
至
る
で
あ
ら
う
芭
預
言

ι、
之
を
防
止
せ
ん
が
潟
め
に
古
代

の
家
族
慣
習
に
復
蹄
す
べ
き
を
高
唱

L
、
古
代
の
不
分
倒
的
相
編
制
度
の
採
用
に
依
て
家
族
制
度
を
復
活
せ
ん
こ

E
を
主
張

L
た。

一
方
仁
於
て
W

プ
レ
イ
一
一
献
は
新
〈
の
如
C
家
族
制
度
の
危
機
を
問
題
ピ

L
、
ナ
ポ
V

オ
ン
相
続
法
を
腐
止
せ

ん
ピ
努
め
た
る
が
、
叉
他
方
に
於
て
嘗
時
新
債
務
法
も
激
し
〈
攻
撃
苫
れ
た
。
世
人
は
此
の
法
律
を
以
て
農
業
が

末

r多
〈
の
貨
幣
資
金
を
要
せ

F
る
時
代
の
所
産
な
h
ご
し
た
。
然
る
に
農
民
解
放
、
土
地
購
入
、
戒
は
相
績
分

賠
償
は
多
〈
の
資
金
を
必
要
正
す
る
に
至
っ
た
。
殊
に
農
業
集
約
化
の
要
求
は
、
多
額
の
艦
替
信
用
を
要
す
る
仁



至
っ
た
。
併
L
嘗
時
に
於
け
る
農
業
負
債
の
増
加
は
‘
危
険
な
い
ゃ
う
で
あ
っ
た
。
蓋
1
農
産
物
の
市
場
鴎
係
が

絶
ね
宇
有
利
t-な
b
i
刷
局
め
に
負
債
の
利
子
よ
h'
も
経
替
牧
盆
の
方
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
つ
だ
。
併
し
嘗
時
農

村
に
於
け
る
資
金
の
供
給
は
需
要
に
比
し
不
足
密
告
げ

τゐ
花
。
之
は
資
本
は
漸
究
勃
奥
し
っ
、
あ
る
工
業
や
交

通
運
輸
事
業
に
好
ん
で
よ

f
投
下
さ
る
、
も
・
農
業
に
は
充
分
投
下
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
俄
A
T
農
業
に

投
下
古
る
、
に
し
て
も
、
商
工
業
に
於
り
る
が
如
き
有
利
な
る
僚
件
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
此
の
理
由
は

一
般
産
業
に
比
し
て
農
業
の
利
廻
b
薄
い
こ
さ
に
も
よ
る
が
、
叉
嘗
時
に
於
け
る
農
業
信
用
機
関
の
侠
如
せ
る
に

基
〈
も
の
で
あ
っ
た
O

吾
れ
ば
ロ
オ
ド
4

Y

ツ
λ

は
前
世
紀
の
六
十
年
代
に
於
て
、
紅
潮
る
農
業
信
用
機
関
の
検
知

せ
る
危
険
を
指
摘
し
て
、
貨
帯
資
金
に
岨
劃
す
る
土
地
資
本
の
隷
腐
な
b
Z
越
寸
資
本
負
債
を
慶
し
て
地
代
負
債

に
よ
っ
て
之
を
救
済
せ
ん
ご
努
め
た
。
彼
は
負
債
の
限
度
に
就

τは
華
も
顧
慮
せ
な
か
つ
な
が
、
上
越
の
理
由
よ

b
し
て
信
用
機
関
を
創
設
し
、
之
に
肉
て
抵
営
信
用
を
枇
曾
化
せ
ん
E
試
み
た
o

其
の
後
Z

タ
イ
V

は
農
場
仲
間

(
国
民
自
門
町
内
広
)
に
於
て
・

V
Z

プ
レ
イ
は
抵
嘗
信
用
組
合
(
同
昇
2
3
E民
自
且
自
国
可
h
E
p
o
r
H可
丘
町
宮
)
に
於
て
、

多
少
の
修
正
を
加
へ
て
ゐ
る
。
此
等
の
計
査
に
従
ひ
農
民
階
級
は
資
本
の
支
配
か
ら
保
護
さ
る
べ
き
も
の
ご
主
張

き
れ
た
。

賞
時
此
等
の
思
想
が
車
に
理
論
上
の
債
値
を
有
せ
し
に
留
ま
っ
た
正
す
る
な
ら
ば
、
農
業
が
比
較
的
良
好
な
る

放
践
を
保
て
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
此
の
農
業
放
践
は
場
北
米
、
濠
洲
、

T

Y
ゼ
ン
チ
ン
並
仁
露
西
虫

が
世
界
市
場
に
出
現
し
、
由
之
惹
起
さ
れ
た
る
西
欧
の
農
業
恐
慌
に
依
て
、
甚

rし
〈
動
謡
せ

L
め
ら
る
、
に
至

っ
た
。
農
業
経
径
の
牧
盆
は
、
六
十
年
代
に
比
し
て
急
速
に
減
退
し
、
従
来
の
有
利
な
る
市
場
関
係
争
見
越
し
て

欧
洲
に
於
げ
る
家
産
越
動
及
び
家
瞳
制
民

第

十
→ 
巷

i説

苑

(
捗
五
部
}
二
九
)

七
方
士

2) ]owatlow町cb，Die Heimstatte. S.骨日守



{
第
五
誠
一
三

O
)

七
六
λ

説

苑

欧
洲
に
於
昨
る
家
産
揺
動
及
び
家
産
制
度

第
二
十
一
巻

契
約
さ
れ
た
る
債
務
は
甚
だ
し
き
苦
痛
を
粛
す
に
至
っ
た
。
此
の
恐
慌
を
克
服
す
る
た
め
叉
農
業
経
俸
の
改
善
を

行
ふ
花
め
に
、
真
に
新
な
る
負
債
を
起
す
を
必
要
ご
し
た
。
斯
〈

τ負
債
は
盆
々
一
増
加
し
、
農
業
の
危
機
を
醸
す

に
至
っ
た
。
入
十
年
代
の
著
書
を
窺
ふ
な
ら
ば
、
大
抵
は
農
民
の
浪
落
す
べ
き
運
命
を
諌
言
し
て
ゐ
る
。
見
タ
イ

ン
は
日
〈
、
貨
幣
資
本
は
土
地
資
本
に
謝
し
て
破
壊
的
容
闘
を
開
始
し
た
。
抵
嘗
資
本
の
自
由
は
土
地
所
有
殊

に
、
濁
逸
並
に
換
太
刺
の
農
民
階
級
を
破
壊
的
に
攻
撃
し
た
。
従
来
の
惨
一
憾
な
る
領
主
の
抑
魅
も
之
に
及
ば
な
γ

程
に
。
而
し

τ純
然
た
る
羅
馬
法
的
所
有
植
の
股
格
な
る
根
抵
の
下
に
於
て
、
土
地
所
有
者
は
貨
幣
資
本
家
に
劃

L
I
.
利
息
義
務
を
課
せ
ら
れ
、
服
役
義
務
を
課
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
而
し
て
か
、
る
過
程
は
金
時
間
洲
に
普
及

さ
る
、
に
至
っ
た
正
叩
頁
に
ラ
少
チ
ン
ガ

1
は
日
〈
、
一
人
六
六
年
以
来
農
民
の
幸
繭
は
迅
議
に
消
滅
し
っ
、
ゐ

る
。
而
し
て
負
債
は
驚
〈
ぺ
き
巨
額
に
逗
し

τゐ
る
。
大
資
本
家
に
依

τ農
地
が
併
呑
さ
る
、
は
翠
に
時
日
の
問

題
に
過
ぎ
な
い
u
o

負
債
を
被
れ
る
農
民
は
富
豪
に
農
地
を
購
入
さ
れ
ん
こ
E
e
e
懇
願
し
て
ゐ
る
。
然
が
も
一
人
六

六
年
の
債
格
の
宇
一
備
を
以
て
。
吾
人
は
恐
慌
中
に
立
て
ゐ
る
。
吾
人
は
菅
に
澗
逸
の
国
民
明
記
債
の
根
祇
の
み
な
ら

す
、
夏
に
其
の
枇
曾
的
建
設
物
を
も
動
搭
せ
し
め
ん
ご
脅
か
す
災
害
に
直
面
Lτ
ゐ
る
Z
o

ペヌ
V

イ
一
一
燃
が
品
開
蘭
西
の
家
族
制
度
の
崩
壊
に
就

τ預
言
せ
る
所
の
も
の
は
、
直
も
に
之
を
移
し
T
西
欧
諸

国
の
農
民
階
級
の
崩
壊
に
就
て
も
云
ゆ
得
る
や
う
な
有
様
で
ゐ
っ
た
。
農
地
の
強
制
執
行
款
は
一
入
七
九
年
に
は

一
入
七
七
年
の
三
倍
に
達
し

τゐ
る
叫
蛍
時
に
於
り
る
農
業
の
衰
退
並
に
自
作
農
民
の
減
少
は
、
海
外
の
競
争
及

び
土
地
所
有
者
が
麗
化
せ
る
市
場
関
係
心
農
業
経
笹
を
遁
臆
せ
し
む
る
能
力
を
敏
い

τゐ
る
事
情
に
基
〈
も
の
Z

な
す
以
外
に
、
事
ん
主
ピ
し

τ農
地
の
取
引
、
農
地
の
負
債
、
農
地
の
差
押
、
農
地
の
分
割
並
に
相
続
に
闘
す
る

Lorenz von Stein， Die d田 Fragen des Grundbesitzes und seiner 

Zukunft. Stuttgart. 1881. s. [47. [51・
Ratzinger， D目 Erlmltungdes Bauernstandes. Freiburg 1883・S.7・
Stein， <L. a. o. S. r99 
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現
行
法
に
基
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
鳩
山
等
の
議
結
に
闘
し
農
地
の
異
の
性
質
に
趨
合
す
る
農
業
特
殊
法
の
快
如

せ
る
鞍
に
存
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
た
。
殊
に
1

タ
イ
Y

は
明
白
に
此
の
思
想
を
越
吋
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

数
代
以
前
か
ら
土
地
所
有
は
其
の
性
質
を
失
ぴ
商
品
芭
な
り
し
た
め
、
国
家
並
に
祉
曾
内
に
於
て
後
揮
す
ぺ
き
個

性
を
失
ム
に
至
っ
た
。
此
の
事
情
の
必
然
的
結
果
正
し
て
、
土
地
所
有
は
之
を
評
便
す
る
金
額
を
意
味
す
る
に
過

ぎ

F
る
に
至
b
、
之
が
所
有
者
は
晩
か
れ
早
が
れ
、
叉
よ
り
寛
大
な
る
俊
件
の
下
に
於

τ炉
、
若
し
〈
ば
よ
句
苛

蹴
な
る
僚
件
の
下
に
於
て
か
、
貨
幣
資
金
の
所
有
者
に
射
と
隷
属
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
然
か
も
負
債
の
解
約

性
は
、
事
質
上
土
地
所
有
者
を
し
て
償
機
者
が
何
時
に

τも
農
地
か
ら
駆
逐
し
得
る
小
作
人
会
自
白
押

E
5
5
た

ら
し
む
る
で
あ

ιぅ
。
更
に
進
展
し
て
農
村
に
於
て
は
会
〈
土
地
所
有
者
が
無
〈
な
b
、
車
な
る
雇
傭
労
働
者
の

み
ピ
な
る
で
ゐ
ら
う
o

併
し
炉
、
る
自
作
農
民
な
き
岡
家
紋
餓
は
、
世
界
各
闘
の
法
的
生
活
に
劃
L
極
め
て
危
険

で
あ
る
言
。

思
ム
に
嘗
時
の
反
動
思
偲
家
は
、
土
地
所
有
に
闘
す
る
法
律
の
根
本
的
快
陥
は
、
土
地
所
有
植
に
闘
す
る
極
端

な
る
自
由
主
義
的
・
個
人
主
義
的
見
解
に
基
〈
も
の
芭
考
へ
た
。
農
地
を
し
て
領
主
の
支
配
か
ら
解
放
せ
し
む
る

ご
同
時
に
、
書
て
は
雷
に
封
建
的
、
岡
岡
家
的
に
結
合
せ
る
に
止
ら
守
備
叉
家
族
的
に
も
結
合
せ
る
所
有
地
を

L
τ

会
(
此
等
の
閥
係
か
ら
蒋
放
せ
し
む
る
に
至
っ
た
o

若
L
土
地
所
有
に
し

τ、
一
般
の
頑
一
祉
、
濁
立
並
に
侍
来
的

家
勝
生
活
を
保
障
す
る
な
ら
ば
・
初
め

τ其
の
倫
理
的
並
に
困
民
経
済
的
任
務
を
果
す
も
の
で
あ
る
。
古
代
の
法

律
思
想
の
復
活
に
よ
ち
て
の
み
、
農
民
は
一
方
に
於
て
は
土
地
の
滑
併
分
裂
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
、
他
方
資
本
主

義
的
掠
奪
及
び
高
刺
貸
諒
求
か
ら
兎
る
、
も
の
で
あ
る
ご
さ
れ
た
o

マ
イ
ヤ

l
は
農
民
ピ
農
地
E
を
結
合
せ
し
む

第
二
十
一
巻

(
第
五
鶴
一
一
一
二
}

セ
プ竜

丸

宛

欧
測
に
於
け
る
家
陸
運
動
止
び
家
産
制
度

盤
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話

苑

蹴
洲
に
於
け
る
家
産
運
動
及
び
家
窟
制
度

第
ニ
十
一
巻

(
第
五
腕
コ
三
)

右
七
C

る
事
が
必
要
に

Lτ
、
中
世
の
繁
柴
測
に
於
け
る
如
〈
、
何
人
も
農
民
を
農
場
か
ら
縞
・
泌
す
る
を
得
F
る
奴
践
を

復
活
す
る
を
要
す
る
正
論
じ
て
ゐ
る
叫
此
の
目
的
の
た
め
に
所
有
地
の
分
割
、
譲
渡
、
寅
却
及
び
質
入
を
禁
山
ぜ
ん

ど
欲
し
、
か
〈
し
て
羅
馬
及
び
備
蘭
商
法
的
意
義
仁
於
り
る
個
人
主
義
的
土
地
所
有
概
念
か
ら
、
調
逸
法
的
意
義

に
於
け
る
家
族
所
有
財
産
制
に
入
ら
ん
Z
要
求
し
て
ゐ
る
。

か
、
る
思
想
の
背
長
中
に
於
て
北
米
の
家
産
法
が
欧
洲
へ
移
植
苫
れ
た
。
此
の
家
康
制
度
の
最
初
の
紹
介
者
は

北
米
の
制
度
を
直
も
に
欧
洲
へ
移
被
せ
ん
ご

L
花
。
併
し
か
、
る
草
な
る
移
植
は
不
可
能
で
あ
る
ご
嘗
時
考
へ
ら

れ
た
。

Z
3
ィ
ン
の
一
五
ふ
所
仁
よ
れ
ば
、
北
米
に
於
て
此
の
法
律
を
後
生
せ
し
む
る
こ
ピ
ー
は
極
め

τ容
易
で
ゐ
っ

た
。
然
る
仁
一
欧
洲
は
季
、
之
Z
異
な
b
甚
.k
囚
雑
な
る
事
情
が
存
ー
し
て
ゐ
る
。
か
、
る
い
は
律
を
簡
単
仁
移
鱒
す
る

は
我
々
の
事
情
の
下
じ
於
て
以
，
一
般
じ
問
題
で
な
い
V

こ
芭
が
充
分
じ
主
張
さ
れ
る
E
o
叉
ゼ
1
9
Y
グ
が
正
賞

に
一
斉
へ
る
如

f
、
北
米
の
家
康
法
は
相
浦
法
に
干
渉
す
る
の
困
難
が
な
か
っ
た
。
蓋
L
嘗
時
北
米
に
於
て
は
遺
留

分
権
が
行
は
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
凶
然
る
に
欧
洲
に
於
て
は
事
情
は
全
く
之
ピ
異
っ
て
ゐ
る
。
卸
ら
共
同
相

鋪
人
に
分
奥
す
ぺ
き
未
占
有
の
土
地
が
金
〈
在
し
て
ゐ
な
い
。
寧
ろ
彼
等
共
同
相
編
入
は
、
家
屋
法
に
悼
碑
b
一
家

に
維
持
苫
る
、
土
地
に
依
額
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
夏
に
家
産
法
運
動
を
後
生
せ
し
む
る
に
至
れ
る
動
機

も
異
な
っ

τゐ
る
。
帥
も
北
米
の
家
産
法
に
於
て
は
突
然
な
る
商
業
恐
慌
か
ら
家
族
を
保
護
せ
ん
ご
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
欧
洲
に
於

τは
恒
久
的
な
る
農
業
恐
慌
か
ら
農
民
階
級
を
保
護
せ
ん
芭
す
る
も
の
で
あ
る
o

従
て
欧
洲

の
家
産
運
動
が
本
来
の
北
米
の
家
康
制
度
か
ら
異
な
れ
る
制
度
を
要
求
す
る
に
至
る
は
寧
ろ
常
然
で
あ
る
。
従

τ

欧
洲
各
国
の
費
情
に
廊
じ
家
産
法
運
動
が
如
何
な
る
畿
展
を
採
b
、
如
何
な
る
成
果
を
牧
む
る
に
至
れ
る
か
を
考

Mcyer， Heimstatten-und anderc Wirthschaftsgesetz. S. 502. 
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究
す
る
は
甚
だ
奥
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

第

填
太
利
の
家
産
法
運
動

ア
オ
グ
U
F

サ

ン

グ

見
タ

f
y
u

填
太
利
に
於
げ
る
家
産
法
蓮
動
は
土
地
取
引
自
由
に
謝
す
る
反
動

Z
L
τ
、

ペ
イ
ラ

1
等
に
よ
っ

τ熱
心
に
主
張
古
る
、
に
歪
つ
花
。
政
府
も
飯
仁
前
世
紀
の
入
十
年
代
に
於

τ農
民
の
困
窮

地
肌
態
並
に
共
の
原
因
に
闘
し
、
徹
底
的
調
査
を
行
ふ
に
至
っ
た
o

ペ
イ
ラ
ー
は
此
の
調
査
を
根
操
正
[
て
一
入
入

『
註
一
}

四
年
一
月
に
農
地
の
相
綴
並
に
世
襲
地
に
闘
す
る
法
案
を
議
曾
に
提
出
し
た
。
此
の
法
案
の
構
成
に
艶
L
て
、
決

定
的
影
響
を
奥
へ
た
る
事
情
は
、
一
人
六
人
年
初
め

τ底
止
苫
れ
た
る
農
地
の
拘
束
が
営
時
術
世
人
の
記
憶
に
新

な
b
L
Z
、
叉
碕
逸
に
於
り
る
が
如
〈
土
地
の
動
産
化
が
例
外
な
(
行
は
れ
居
ら
令
、
チ
ロ

1
ペ
フ
オ
ラ

1
P

ぺ

y
r
に
於
て
は
日
子
相
暗
闇
制
度
や
農
地
の
分
割
禁
止
や
が
嘗
時
猶
ほ
残
存
せ
る
に
基
〈
の
で
あ
る
。
ペ
4
-
7
1

は
法
案
提
出
の
理
由
に
就

τ越
べ
て
臼
(
、
農
地
に
闘
す
る
相
続
訟
の
改
革
は
、
現
時
の
-
般
的
事
情
並
に
吾
人

の
立
法
的
立
場
に
従
ひ
、
其
の
出
俊
駄
を
一
子
相
続
法

(
E
E
3
2
F同
)
の
制
定
に
求
む
る
を
要
す
る
o

被
相
続

人
が
生
前
中
に
経
済
的
一
四
単
位
正
し
て
取
扱
ひ
又
耕
作
せ
る
土
地
は
、
彼
自
身
が
何
等
か
の
慮
H
7
h
Z
骨
岬
さ
な
い
場

合
に
は
、
相
縦
分
割
に
際
し
て
経
済
的
一
回
単
位
正
し
て
取
扱
ひ
、
我
催
な
る
細
分
並
に
相
続
に
於
り
る
過
度
負
債

を
防
止
す
ぺ
き
で
あ
る
0

・
:
:
:
併
し
填
太
利
の
数
十
年
・
の
経
験
を
以

τす
れ
ば
、
一
子
相
続
法
は
過
度
負
債
及

び
農
民
階
級
の
波
落
に
劃
L
て
充
分
な
る
保
護
を
奥
ふ
る
も
の
で
は
な
い
。
農
地
を
無
制
限
に
抵
嘗
に
附
す
る
こ

ピ
を
許
す
法
律
は
、
必
然
的
に
農
地
の
牧
盆
債
格
を
越
ゆ
る
抵
賞
債
務
を
促
し
、
其
の
結
果
、
常
仁
煩
繁
な
る
所

(
第
五
組
一
三
=
一
)

銘
二
十
一
巻

k 
七

肱

苑

欧
訓

ι於
け
る
家
鹿
遇
面

A
V家
産
制
陛
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障

苑

敵
測
に
於
け
る
家
産
鑑
動
及
世
家
産
制
度

第
二
十
一
巻

{
第
五
慎
一
三
回
)

t 
t 

有
様
の
移
動
を
生
世

L
め
、
過
度
に
高
い
相
縞
賠
償
額
及
び
土
地
購
入
獲
金
の
抵
嘗
準
記
を
惹
起
せ
し
め
、
農
業

恐
慌
に
導
〈
の
で
あ
る
o

従
て
最
近
数
十
年
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
農
地
に
劃
す
る
一
子
相
縞
法
の
創
設
吉
相
並
ん

で
此
の
方
面

ω改
革
に
夏
に
一
歩
を
進
め

τ、
一
定
の
負
債
制
限
E
強
制
執
行
の
見
除
Z
を
有
す
る
世
襲
地

(
開
与
四
日
司
)
の
設
立
を
必
要
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
永
績
的
に
家
族
の
幸
頑
を
顧
慮
す
る
地
主
は
、
此
の
制
度
に

依

τ、
農
地
を
一
家
に
維
持
す
る
充
分
な
る
保
障
を
得
‘
同
時
に
農
地
の
温
度
負
債
の
危
険
が
排
除
せ
ら
れ
、
真

に
有
害
な
る
結
果
を
粛
す
農
業
大
恐
慌
が
避
け
ら
れ
叉
は
緩
和
さ
る
、
で
あ
ら
う
。
世
襲
地
卸
も
遁
嘗
に
拘
束
さ

る
X
家
族
所
有
地
は
、
有
害
な
る
貧
富
の
極
隔
、
郎
ち
一
方
に
於
て
は
池
小
径
笹
(
N
4
R
mえ
昆
目
。

z
s、
他
方
仁

於

τは
過
大
所
有
地

(FEME-2)
の
費
生
を
琢
防
し
、
か
〈
し
て
農
民
階
級
を
脅
や
か
す
雨
方
面
の
危
険
を
藤

防
す
る
手
段
で
あ
る
。
従
て
家
長
を
し
て
農
地
に
於
け
る
家
族
の
存
績
を
永
久
的
に
保
障
す
る
を
待
せ
し
め
、
叉

家
長
を
L
τ
無
制
限
な
る
農
地
の
流
通
及
び
負
債
の
自
由
か
ら
生
十
る
危
険
に
卦
L
て
、
家
族
を
保
護
す
る
を
得

せ
L
h
u
る
斯
制
度
は
、
割
払
法
的
関
係
に
於
て
も
推
奨
す
ア
'
¥
叉
斯
制
度
は
義
的
関
係
に
於

τは
、
農
業
恐
慌
、

過
大
所
有
地
に
よ
る
農
地
の
粂
併
を
防
ぎ
、
又
由
航
民
が
貧
弱
な
る
過
小
艇
替
へ
拘
低
落
す
る
を
磁
貨
に
防
止
す
る
を

目
的
正
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
立
法
的
方
面
よ
ち
充
分
考
慮
す
る
を
要
す
る
。
:
:
:
:
若
L
岡
家
が
其
の
制
定
せ

る
法
律
に
依

τ、
農
地
の
負
債
禁
止
を
廃
止
し
、
其
の
相
暗
闇
法
E
農
地
の
自
由
慮
分
ご
に
よ
っ
て
、
農
地
の
過
度

負
債
を
促
せ
る
も
の
記
す
れ
ば
げ
叉
図
家
は
負
債
に
一
定
の
限
度
を
設
り
、
之
を
維
持
す
べ
き
制
度
を
創
定
す
る

権
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
言
。

(
註
ニ
}

イ
イ
ラ
ー
は
新
る
宣
言
民
基
い
て
農
地
の
相
街
並
に
世
現
地
に
闘
す
る
法
案
を
提
出
せ
る
が
、
其
曲
第
一
章
に
於
て
は
一
子
相
臨
訟
を
規
定
し
、

四) peyrer， Denkschrift bct問恥nddie ErbfoJge in landwirthschaftliche 
Guter und das Erbguterrecht. Wien 1884. S. 96. 97. J∞ 
「註ニ) 一子.u値制度に就ては、親両論議第十λ告三鶴、四鵠畢閥、

、イ中?ーハ d嚇拘W"-'引法的1_~砲す山"+;. -'，.-" ': 



第
二
章
に
於
て
は
世
襲
地
出
量
規
定

L
τ
ゐ
る
.
益
に
は
第
二
章
。
内
容
の
山
眠
時
宜
示
せ
ぽ
-
哉
の
如

t
で
あ
る
。
世
襲
地
(
同
否
問
片
山
市
司
)
は
一
住
家
を

備
ゐ
る
農
地
で
あ
っ
て
、
所
有
者
四
申
爾
又
は
其
遺
官
島
分
に
基
い
て
所
轄
匝
裁
判
所
目
世
襲
地
盛
艇
に
登
胞
さ
る
込
も
の
で
あ
る
。
此
の
世
襲
地

。
個
栴
は
一
千
乃
至
ニ
高
グ
ル
デ
シ
で
あ
る
。
世
襲
地
O
登
胞
を
掠
泊
す
る
に
は
、
と
・
件
以
外
O
方
法
を
以
て
し
て
口
達
す
る
を
得
ぎ
る
鰹
替
上
白

利
盆
を
伴
ふ
を
要
す
る
。
世
襲
地
白
一
部
分
量
分
割
す
る
場
合
に
も
右
と
同
様
白
降
件
を
必
要
と
す
る
外
に
、
残
存
せ
る
世
襲
地
白
債
格
が
法
定
白

最
低
限
度
量
下
る
を
骨
な
い
@
世
襲
地
目
負
債
に
闘
し
で
も
一
定
の
制
限
が
あ
る
@
印
ち
い
地
代
負
債
を
叫
て
す
る
と

eは
、
共
の
償
盟
年
聞
は
謹

幌
純
牧
盛
田
宇
を
越
ゆ
る
を
得
な
い
。
内
い
抵
首
負
債
を
以
て
す
る
と
き
は
其
の
負
債
額
は
盈
帽
純
牧
益
の
十
倍
を
越
ゆ
る
を
樟
な
い
。
粗
し
例
外
的

}

}

 

に
は
い
仙
規
定
白
二
倍
誼
負
債
が
詐
さ
れ
る
も
、
併
し
他
の
方
法
量
以
て
し
て
は
泊

L
得
ぎ
る
翻
皆
上
由
裂
置
を
伴
ふ
を
晶
一
世
・
と
す
る
。
世
一
型
地
は

μ租
枕
其
他
公
跡
。
滞
納
由
た
晶
、
'
刊
誌
律
が
質
構
又
は
其
仙
の
優
先
摺
を
許
し
た
る
給
付
の
滞
納
等
の
た
め
に
強
制
館
市
民
に
附
せ
ら
れ
る
。
若
L

世
襲
地
所
有
者
に
し
て
世
製
地
上
に
居
住
せ

f
る
場
合
に
は
其
他
自
負
債
の
た
め
に
も
競
買
に
附
ぜ
ら
れ
る
。
但
し
世
襲
地
は
競
真
に
附
せ
ら
る
L

に
先
ち
、
一
定
年
間
白
強
制
管
理
に
服
す
る
。
強
制
管
理
由
期
間
中
所
有
者
は
冶
己
及
び
家
族
自
た
め
世
襲
地
上
に
舗
料
て
居
住
す
る
を
許
さ
れ
、

強
制
管
理
か
ら
生
ず
る
牧
盆
中
か
ら
三
一
且

O
グ
ル
デ
ン
申
年
闘
が
奥
へ
ら
れ
る
d

‘ 
此
の
ペ
イ
ラ

1
の
家
産
法
案
は
蛍
両
に
於
て
大
な
る
希
望
を
典
、
其
の
結
果
一
人
人
九
年
四
月
一
日
に
至

(
誌
=
一
)

b
，
、
中
農
地
に
劃
す
る
特
殊
相
続
規
定
採
用
に
闘
す
る
法
律
が
制
定
せ

ιれ
、
ペ
イ
ラ
!
の
根
本
思
怨
が
採
用
古

る
、
に
至
っ
た
。
地
の
法
律
は
一
方
に
於

τは
農
地
の
相
続
訟
を
規
定
仁
、
他
方
仁
於

τは
生
存
中
の
取
引
に
閥

L
農
地
の
分
割
禁
止
を
規
定
し
て
ゐ
る
o

而
L
て
中
農
地
の
概
念
、
相
続
人
の
順
位
及
び
一
子
相
続
人
の
先
取
得

品
川
仁
闘
す
る
細
則
の
決
定
は
、
聯
合
各
邦
立
法
仁
委
任
す
る
ニ
正
、
し
た
。
然
る
仁
此
の
帝
闘
法
律
が
各
王
領
地

(同
B
E
E借
)
仁
賓
施
き
る
、
仁
は
、
聯
合
各
邦
立
法
仁
操
る
施
行
訟
を
必
要
Z
し
た
。
併
乍
ら
聯
合
各
邦
議
曾
は

斯
る
施
行
法
を
制
定
す
る
を
回
避
し
た
。
三
百
ふ
の
は
新
る
農
場
訟
は
一
般
的
に
激
し
〈
批
難
せ
ら
れ
、
且
叉
農

献
測
に
於
け
る
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度

第
二
十
一
審

(
第
五
規
一
三
宜
)
H

設

苑

士
七

13) pcyrcr. a. a. O. S. 166-172. 
(註三). R. G.， v. IjIV 1889 betr. die Einfuhrung besonderer Erbteilungs-
vorschriften fUr landwirtschaftlic11e Besitzung mittlcre Grosse 



位

苑

肱
測
は
於
け
る
家
置
運
動
及
び
家
産
制
度

第
二
十
一
審

(
第
五
輪

ずさ
} 

士

t
四

民
は
揚
る
法
律
に
よ
っ
て
法
律
的
並
に
経
糖
的
自
由
を
拘
束
古
る
、
を
欲
せ
争
、
叉
彼
等
は
新
る
法
律
的
後
見
を

嫌
悪
す
る
と
ご
が
明
自
己
な
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
議
曾
に
於
付
る
一
子
相
舗
法
に
罰
す
る
批
評
は
不
利
な
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
・
政
府
は
農
場
法
'
ぜ
一
子
相
舗
法
か
ら
分
離
す
る
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
L
て
、
間
有
の
一
子

相
続
法
も
賞
施
き
れ

g
る
に
至
っ
た
。
喰
此
法
律
は
チ
ロ

1wF
地
方
に
於
て
の
み
一
九

O
O年
六
月
一
一
一
日
に
畿

布
さ
れ
た
。
併
し
助
の
地
方
に
於

τは
阪
に
古
〈
か
ら
農
地
の
分
割
禁
止
が
憤
行
せ
ら
れ
、
叉
一
子
相
編
制
度
も

阪
に
百
年
以
前
か
ら
慣
行
せ
ら
れ
た
る
を
以

τ、
従
て
新
法
律
は
従
来
の
慣
習
法
を
成
文
法
己
な
し
た
る
に
過
ぎ

'
な
い
。
其
の
後
政
府
は
農
場
法
を
件
は

g
る
一
子
相
続
法
の
採
用
を
許
す
に
至
れ
る
た
め
、
一
子
相
頑
訟
は
グ
庁

ン
ザ
ン
(
一
九

O
三
年
三
月
一
六
日
の
法
律
)
及
び
ポ
品

l
メ

y
(
一
九

O
入
年
八
月
七
日
の
接
待
)
に
賞
施
苫
れ

た
。
農
地
の
「
一
般
的
分
割
禁
止
は
チ
ロ

l
w
地
方
の
み
に
行
は
れ
た
る
が
、
其
後
ガ
F

U
ャ
及
び
バ
ヨ
ウ
ィ
ナ
地

方
に
一
於

τは
地
代
農
場
法
に
擁
て
随
意
的
分
割
禁
止
が
行
は
る
、
仁
至
っ
た
。

要
之
境
太
利
の
家
産
運
動
は
前
世
紀
の
八
十
年
代
以
来
甚
花
盛
ん
で
ゐ
っ
た
が
・
会
図
的
な
る
家
産
法
は
某
の

賞
施
を
見
守
、
唯
チ
ロ

1
v
F
、
d

H

F

V

ャ
及
び
J
H

コ
ク
イ
ナ
地
方
に
於
て
農
地
の
分
割
禁
止
訟
を
見
る
仁
至
れ
る

に
過
ぎ
な
い
O

(

未
完
V
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